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大分県内の外国人福祉人材に関する最新の情報をお届けします！
初回は、県内の福祉現場で働くインドネシア人スタッフと、彼らとともに働く日本人スタッフにインタビュー
しました。

令和４年６月から、津久見市の「特別養護老人ホームしお
さい」で勤務する技能実習生のスルタンさん（24歳）とシ
ディクさん（30歳）。

二人は令和５年７月に日本語能力試験（JLPT）のN2に合
格し、現在は日勤の時間帯に介護職として食事介助・おむ
つ交換・入浴介助等の業務を担当しています。先日、実務
者研修を修了したばかりです。

ともに今年６月で技能実習の期間が満了となりますが、今
後は在留資格を特定技能に移行し、引き続き同施設で勤
務しながら、介護福祉士国家試験に挑戦する予定です。

〒879-2476 津久見市大字長目 2715番地の5
　TEL：0972-85-0539

特別養護老人ホームしおさい（津久見市）ここで
働いています！

●日本のアニメ「NARUTO」を観ていた小学生の頃、日本に
興味を持ったスルタンさん。日本語学校に通っていた時、「日
本語を上手く話せるようになるには、日本で介護の仕事をす
るとよいのではないか」と考えたことが、現在の道へ進むきっ
かけとなったと言います。
●「介護は人と人が直接触れ合う仕事。一歩間違うと事故に
繋がるため、緊張感がある。相手の気持ちを考えながら行うこ
とも大切」とのこと。
●入職当初は利用者の方言がわからず苦労したそうです。
日本人スタッフに聞いたり、前後の「文脈」から理解するなど
少しずつ覚え、「今では自分から方言を使う」と嬉しそうに話
していました。
●「何時間していても飽きない」と話すほど大のゲーム好き。
専用チェアやモニターを揃えて楽しむほか、東京や大阪へ一
人旅もするそうです。
●出身はジャワ島中部の都市・ジョグジャカルタ。世界遺産
「ボロブドゥール寺院」があり、観光客で賑わう街です。野菜
や豆などを煮込んだ「Gudeg（グデッグ）」という料理を勧め
てくれました。
●「介護福祉士の資格を取って、5年先も10年先も日本で働
き、永住したい。今はそう考えている」と意欲的に話してくれ
ました。

スルタンさん

（左から）スルタンさん、シディクさん

大分県社会福祉協議会



　スルタンさんは、いつも明るく学ぶことに意欲的です。
　シディクさんは落ち着いており、利用者に優しく接しています。
　二人とも日本語能力が高く、当初不安であった利用者とのコミュニケーションに
　関しても、仕事に対する真面目さや素直な性格が利用者に伝わり、受け入れら
　れています。また、彼らの存在は日本人スタッフにも良い刺激となって、職員が
　一緒に成長できる環境ができています。
　指導員として、ゆっくり・はっきり話をすること、理解できているか個別に再確
　認することなどを心がけています。（足立さん）

　

【発行元】 社会福祉法人大分県社会福祉協議会　施設団体支援部

「外国人スタッフを受け入れたいけど、何から始めれば良いのかわからない」
「受入後、施設での教育や生活の支援はどうしたら…」
そのようなお困りがあるときは、アドバイザーによる相談支援制度をご活用ください！

○「犬夜叉」「ドラゴンボール」などのアニメから、日本のイメー
ジを持っていたことと、イスラム教では「困っている人のお世話
をすること」が教えにあり、介護の仕事をしたいと思ったそうで
す。
○「仕事をしていて一番大変なのが言葉の壁。相手に伝えた
いことが伝わらなかった時、どのように言えばよかったのかな？
と、いつも考えるようにしている」そうです。
○現在、改築した一軒家で他の技能実習生と暮らしており、
「施設からは歩いて３分ぐらい。近くてとても助かる」とのこと。
○同僚と行ったことがきっかけでスノーボードが好きになり、マ
イボードを購入するほど熱中しているようです。熊本・長崎・愛
媛も旅行するなど、アクティブな休日を過ごしています。
○出身はジャワ島中部・ソロに近い地域で、「中華系・アラブ
系など多くの民族が集まる地域。山に囲まれており、自然が豊
かな場所」とのこと。中華料理のゴマ団子に似たお菓子がおい
しいそうです。
○「介護福祉士の資格を取得できたら、インドネシア出身者に
勉強方法を教えたい。そして、ゆくゆくは母国へ戻り、介護専門
の送出し機関を起ち上げ日本で介護福祉士を目指すインドネ
シア人へ日本語・介護技術を教えたい」と、指導者への夢を語
ってくれました。

日本人スタッフに聞きました！

技能実習指導員（左から）
　足立さん・矢内さん

「外国人スタッフを受け入れたい」アドバイザーがご相談に応じます！

アドバイザーとは？

　県社協では、県内外国人福祉人材の受入促進・定着支援を図るため、施設支援アドバイザーと
　して施設の皆さまのご相談に応じるアドバイザーを派遣しています。
　外国人スタッフを実際に受け入れている特別養護老人ホームの施設長などを登録しています。

　相談料はかかりません。無料でご利用いただけます。まずは下記宛先へお問合せください。

相談料はいくらかかる？

シディクさん

〒870-0907　大分市大津町2丁目1番41号　大分県総合社会福祉会館2階

097-558-0319 shisetsu@oitakensyakyo.jp

https://gaikoku-jinzai.oitakensyakyo.jp/ ▲HP二次元コード


